A 


35012061 ver.O - |2-01| Cl 0-017 

プリントサーバー機能の使いかた 


プリントサーバー機能を使用すると、無線親機に接続したプリンター•複合機をネットワーク内の各パソコンから 
利用することができます。（複数のパソコンで使用する場合は、裏面の「自動プリンター接続機能」をご利用ください。） 

対応プリンター•複合機についての詳細は、弊社ホームページ ( buffalo . jp ) にて C 確認ください。 


Step .1 パソコンにプリンターのドライバーをインス!^ールする(初回のみ） 


プリンターを バソコンの USB ポートに接続して ドライバーや 
専用ソフトウェアをインス!ルします。 

ドライバー等のインス!ルが完了したら、プリンターをパソコン 
から取り外します。 

※プリンターの取り付け/取り外し手順、ドライバーのインス!-ール手順 
は、各機器の取扱説明書をご参照ください。 



※イラストは製品によって 
異なる場合があります。 


パソコン 


プリンター 


※イラストは製品によって異なる場合があります。 


Step .2 無線親機にプリンターを取り付ける 

パソコンから取り外したプリンターを無線親機の USB ポートに 
接続し、パソコンをネットワークに接続します。 

※接続するプリンターが AC アダプターを接続するタイプのものは、必ず 
AC アダプターを接続してください。 

※接続したプリンターで電源投入が必要なものは、ご使用前に電源ス 
イッチを ON にしてください。 


Step 3 付属の CD からデバイスサーバー設定ツールをインス!ルする 



※インス!-ールは、管理者権限のあるユーザーで行ってください。 
※Windows の場合、自動再生の画面が表示されたら、 [AirNavi.exe の実 
行]をクリックしてください。また、「次のプログラムにこのコンピュータ 
への変更を許可しますか？」や、「プログラムを続行するにはあなたの許可 
が必要です」と表示されたら、[はい]または[続行]をクリックします。 

Windows の場合は、付属 CD をパソコンにセットして、表示された 
メニュー画面にて[オプション] — [上級者向けインス!ル]をク 
リツク — [デバイスサーバー設定ツール]にチェックして[インス 


I ル開始]をクリツクし、画面の指示に従って、インス! -- ルを 
行ってください。 

Mac OS の場合は、付属 CD を Macintosh にセツトして、マウント 
された CD アイコン —[ Mac ] フォルダ —[ DeviceServer ] フォ 
ルダ— [ Cosetup ] の順にダブルクリツクし、画面の指示に従っ 
て、インス!ルを行ってください。 


立 


Step .4 デバイスサーバー設定ツールでプリンターに接続する 


Step.3 のインス I -ール中に「自動設定」を選択した場合は、自動で接続し 
ますので、以下の手順は必要ありません。「手動設定」を選択した場合は、 
手順2から行ってください。 

設定中に画面を閉じてしまった場合や再度設定を行う場合は、手順1から 
の手順を行ってください。 

1. デバイス サーバー 設定ツールを起動します。 

Windows : スタートメニューの[(すべての)プログラ厶]- 

[ BUFFALO ]-[デバイスサーバー]-[デバイスサーバー 
設定ツール]をクリック。 

Mac OS : [Macintosh HD]-[ アプリケーション HBUFFALO]- 
[Device Server]- [デバイスサーバー設定ツール]を 
クリック。 

2. プリンターを選択し、 （¢1 を 
クリックします。 

3. 接続が完了すると、プリンターが 
使用できるようになります。 

以上で接続は完了です。 


以降は、無線親機に接続したプリンターをパソコンの USB ポートに接続 
しているように使用することができます。 


注意： 


プリンターの使いかたについては、各機器に付属のマニュアルをこ'参 
照ください。 

プリンター使用中は、他のパソコンはプリンターに接続できません。 
デバイスサーバー設定ツールを終了するとプリンターとの接続が切断 
されます。継続して使用するには、ウインドウを最小化してください。 

接続しているプリンターを使用しない 
ときや、他のパソコンから使用するとき 
をクリツ 


は、プリンターを選択し 
クしてください。 



• プリンターを取り外すときは、 0 S の 
取り外し機能や USB 機器に付属の 
取り外し機能は使用せずにデバイス 
サーバー設定ツールにて切断処理をし 
てください。 

• プリンターへのアクセス中は取り外さ 
ないでください。 

_デバイスサーバー設定ツールで接続中に USB ケーブルは LAN ケー 
ブルを抜かないでください。 

• プリンターへのアクセス中にデバイス サーバー 設定ツールの切断ボタ 
ンを押さないでください。 
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便利な使い方 


■自動プリンター接続機能 


無線親機にプリンターを接続した場合、使用する度にデバイスサーバー設定ツールで接続操作 
を行わなくても、アプリケーションで印刷を実行するだけで、[接続]—[印刷] 4 [切断]の処理 
を自動で行うことができます。 


■ ■■プリンターを選択し、 U を 
クリツクします。 


■■プロパティ画面が表示されたら、 
[オプシヨン設定]タブをクリック 
します。 
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注意: 


■■ 「自動接続を有効にする」に 
チェックマークが付いている 
ことを確認し、「印刷を行うとき 
のみ自動的に接続を行う」に 
チェックマークを付け、 [0 K ] を 
クリックします。 


以上で設定は完了です。 



接続したプリンターを初めてご使用になる場合、プリンタードライバーのインス!ル画面が表示され、インス!ルが完了すると上記画面に戻りま 
す 0 

ご使用になるプリンターによっては、印刷完了時にプリンタードライバーに付属のプリンターステータス監視ツールがエラー表示になることがあり 
ますが、印刷動作には影響ありませんので、手動でプリンターステータス監視ツールを終了させてください。 


■接続時にアプリケーションを起動する 


デバイスサーバー設定ツールでは、プリンターに接続すると自動で任意の 
アプリケーションを起動させることができます。 


■■プリンターを選択し、 I 国 を 
クリツクします。 


■■プロパティ画面が表示されたら、 
[オプシヨン設定]タブをクリック 
します。 



注意: 


■ ■■ 「起動時に指定アプリケー 
シヨンを起動する」にチェック 
マークを付けて[参照]を 
クリックし、登録したいアプリ 
ケーシヨンを選択して、 [0 K ] を 
クリックします。 


以上で設定は完了です。 


XXXXXXXXXXXX のプ□パティ 


—ri USB デパイス招続畤©アブリケ-シヨンとの速助や USB デ 
ィスの自助接続に閎する設定を行い*，。 

自助接続設定 
園自助接続を有効に抑 (Q) 

® USB デバイスを検出し吐きは自助6勺に招続奄行う (u) 

© 印刷を行うとき®み自助的に接続を行う (E) 

自助ブリンタ播続®設定内容を確， S す5埔合は釀]をク 

〇 自助ブリン》能は使用で.きます。 I 確隐 .. 


圍 接続中に異常が発生したときは自助的に再接辭行ぅ (£) 

【囝接続蹄；:指定アブリケーンヨンを起* 

j) C：¥WindowsMnotepadjexe 《射》 

S アブリケーンョン終了時に自助的に切断す汉〇) 



上記の画面で「アプリケーション終了時に自動的に切断する」にチェックマークを付けると、登録したアプリケーシヨンを終了すると同時に、プリンター 
とバソコ ンの接続が切断されます。 


■切断要求を使用する 


プリンターを他のユーザーが使用している場合、そのプリンターの使用権を讓ってもらうように以下 
の手順で要求(切断要求）を送ることができます。 


■ ■■プリンターを選択し 、 t Q を 
クリツクします。 



■■切断要求を受けたユーザーのデスク 
トップには、右の画面が表示されます。 
ユーザーが[はい]をクリックすると、 
プリンターの使用権が自分に移り、 
プリンターを使用することができます。 


^ デバイスサ - パ - 




USB デパイス切»リクエスト 


BUFWLO-NO-MACBOOK さん 
から XXXXXXXXXXXX の 切断 リ 
クエストを受けました . 


XXXXXXXXXXXX を切 • しますか？ 



注意: 


プリンターの使用権を奪う(強制的に切断する）ことはできません。 





























































































































